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－火事ですか？救急ですか？
   救急です。
－場所はどちらですか？

（地名）の（番地）です。
（世帯主）の家です。

―どうされましたか？
義理の父の体調が急に悪くなって見に来たところ、普段と様子が違ったため通報しました。胸をとても苦しそ
うにしており、体が硬くこわばっている状態です。ゲップもよく出て、嘔吐しそうです。

－胸が苦しくなったのはいつからですか？
今から１時間くらい前からです。

－今まで大きな病気にかかったことはありますか？
今まで大きな病気にかかったことはありません。

―新型コロナウイルスについて聞かせてください。発熱や検査を受けて陽性だった方との接触はありませんか？
発熱もなく咳症状もありません。検査で陽性の方との接触もありません。

さつま町で救命の連鎖によりつながった命
― 目の前にいるあなたが救急の最前線 ―

　私は、義父から『胸が苦しい』という電話を受け、急いで義父の家に向か
いました。家に到着した時の義父は、元気で明るい普段の様子と明らかに異
なり、胸をとても苦しそうにしており、体も硬くこわばっている状態で、義
父から「救急車は呼ぶな」と言われましたが、尋常じゃない（ヤバい）と思
い、とっさの判断で、急いで消防署に１１９番通報しました。
　通報中は、早く救急車に来てほしいのに、色々な質問をされるため、不安
と焦る気持ちがありました。救急隊が到着するほんの数秒前に義父は意識を
なくし動かなくなってしまいました。私が、心肺蘇生をする事はありません
でしたが、実際に心肺蘇生をするのは怖かったと思います。

発見・通報者インタビュー

実際の通報内容

早期発見と的確な判断による通報

※

救急の必要性を感じ取り、１１９番。通報中は、早く救急車に来てほしいのに、

色々な質問をされるため、不安と焦る気持ちがありました…

救急隊は場所が確定した時点で、
既に準備を始めており、準備が出来
次第、すぐに現場に向かいます。 
色々な質問は出動中の救急隊に無
線で伝えるためのものです。 
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救急救命士 

鷹屋 元一（救急隊長） 



※通報時は意識あり。救急隊が到着する数秒前に倒れる。

5：19 救急隊現場到着
5：20 救急隊が傷病者に接触（心肺蘇生開始）
5：21 AEDによる電気ショック１回目実施
5：23 AEDによる電気ショック２回目実施
5：25 心臓が動きを取り戻し呼吸が再開
5：33 目を開け会話するまでに回復

現場に向かった救急隊員に聞く！

突然の心肺停止。早期に異変に気付き、的確な判断で通報したことで早期医療
介入につながり命を救うことができた。また、搬送された方も普段から健康でいる
よう心掛けていたことが、元の元気な体に戻ることができた要因と言えるだろう。

搬送された方（７２歳・男性）インタビュー

　今まで大きな病気をしたことはありません。その日は普段通
り生活をしておりましたが、急に胸が苦しくなり汗がたくさん
出て、痙攣し、体がこわばった状態になりました。「私は家族
に救急車は呼ぶな」と伝えましたが、家族があまりの異様さに
救急車を呼んでくれたそうです。気づいたときには救急車の中
でした。まさか、自分が、自宅で急に倒れるとは思いませんで
した。病院に１０日間入院し、今は、倒れる前と変わらずすっ
かり元気になりました。
　通報してくれた家族、救急隊、病院の方々には、本当に感謝
しています。

実際の時間経過

生死の間際から生還

さつま町における平均救急隊現場到着時間：９分４８秒（令和２年版年報参照）

今では草刈りをするまでに回復。写真は、発
症から約２か月後に撮影したものです。

救急救命士
藤井 敦樹（消防副士長）

　本件は、家族の早期通報により、倒れた後すぐに救急隊が心肺蘇生
することができ、数分後には意識が回復、会話もできるようになった
という「救命の連鎖」が功を奏したというものでした。
　人は心臓が止まって約１５秒で意識がなくなり、その後何も処置を
せず約３～４分経過してしまうと，救命が困難になると言われていま
す。目の前で誰かが倒れた場合、その場に居合わせた人が早期に心肺
蘇生を実施することによって、救命率は格段に上昇します。
　消防本部では、心肺蘇生法及びＡＥＤの使用、応急手当の実施要領
について学べる普通救命講習を希望に応じて実施しております。
　この機会にぜひ受講してみてください。詳しくはさつま町消防本部
救急係（電話0996－52－0119）までお問合せください。


